JYMA 貢献者　ポイント制度

趣旨

昨今マッチレース参加希望者が増えてきて、希望する大会への参加が難しくなっています。JYMAランキングのない選手、またランキングの低い選手にとってはランキング･ポイントの取得がさらに困難になり、結果的にランキング上位者しか大会に参加できない状況が生じてきました。
こうした状況を改善するため、これまでも「会長推薦枠」などを設けていましたが、さらに08年JYMA総会で、協会活動への貢献に応じて「貢献者ポイント」を付与し、NSTH･MRへの優先的参加権を与え、ランキング･ポイントの取得を容易ならしめるように配慮することとなりました。

NSTH･MRへの参加資格はあくまでNSTH･MRのNoRによるものですが、NSTH側でJYMAの貢献ポイントを考慮してNoRを作成・公示していただくようお願いしております。本制度の趣旨をご理解の上、この貢献者ポイント制度を活用していただきたく思います。

1. 貢献者ポイントの取得と認定
1.1 運営ボランティアを行ってくださった方個人に、大会実行委員会の承認により、1大会につき１ポイントを付与します。
1.2 その他の形でもJYMA活動に貢献くださった方個人に、理事会承認によりポイントを付与します。ポイント数は貢献度に応じて理事会にて判断します。

1.3 貢献者ポイントの取得はJYMA会員でなくても可能ですが、ポイント行使する際はJYMA会員（スキッパー会員、クルー会員、またはユース会員）でなければなりません。
2. 貢献者ポイントの有効期限と譲渡禁止

2.1 本ポイントは取得日より1年間有効とします。1年間経過するか、ポイントを使用すると消滅します。

2.2 本ポイントは他人に譲渡することはできません。

3. 貢献者ポイントの使用

3.1 NSTH･MRのNoRにおいて、参加資格として本貢献者ポイントが適用された場合、ポイント取得者の所属しているチームを、ポイント数に応じて優先して招待します。詳細はあくまで主催者であるNSTHのNoRによります。
3.2 選考例
JYMA○○予選　NSTH･MR○　　○月○日実施　参加可能チーム6チーム
○月○日時点のJYMAランキング○位以下の選手を招待
貢献者ポイントを有するチーム2チームを優先して招待
という参加資格が規定された場合で、応募総数が6チーム以上となったとき；
チームA　　ランキング1　ポイントなし
チームB　　ランキング2　ポイントなし

チームC　　ランキング3　ポイントなし
チームD　　ランキング4　ポイントなし
チームE　　ランキング5　ポイントなし
チームF　　ランキング6　ポイント1
チームG　　ランキング7　ポイント3
チームH　　ランキング8　ポイント2
少なくともチームGとHはポイントで優先して招待されることになります。ただしチームGとHのポイント所持者のポイントはこの時点で消滅します。ポイントを持っていながらポイント数で及ばずに参加を認められなかったチームFのポイントは、そのまま有効として残ります。
3.3　本規定が適用されるNSTH･MRにおいて招待申し込みをする場合、ポイントを使用する旨、およびポイント所持者とポイント数を明記した別紙フォームを、参加申込書とともに提出することが必要です。
4. 不正使用
本ポイント制度を不正に使用とした場合、JYMA会員規約5項（除名）を適用することがあります。

5. ポイント制度の運用と管理
本制度によるポイントの管理・運用はJYMA総務委員会にて行います。
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